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磁気共鳴画像（MRI）検査は日本中の病院で広く行われていますが、最近では MRIで脳の体

積を自動計測する技術が注目されています。アルツハイマー病などの認知症で脳の一部が痩せ

る(萎縮する)ことはよく知られていますし、うつ病や統合失調症などの精神疾患でも脳の特定の

場所が萎縮することが分かってきています。脳の局所の体積を正確に測定できれば、これらの

病気をより早期に正確に診断することができ、治療や予防に活用することが可能です。

このように非常に有望な脳体積の測定がこれまであまり行われてこなかった理由の１つに、

MRIの画像歪みの問題が挙げられます。MRIの原理上、対象物が歪んで写る現象が避けられず、

計測精度に大きな誤差が生じていました。そこで私達は、アルツハイマー病の国際研究活動の

一環として、米国製の特殊な標準模型(ファントム)と私達が独自に開発したソフトウエアを組み

合わせ、装置毎に特有な歪みを補正して脳の萎縮を正確に測定する技術を確立しました。

 しかしながら、このファントムはとても複雑な形状をしており、約 140 万円と高価で、故障

も少なくありません。歪み補正に特化した簡易的なファントムが安価に作成できれば、私達が

開発済のソフトウエアと組み合わせて使うことで、より多くの施設で歪み補正を行った正確な

脳の体積測定が可能となり、種々の脳の病気の正確な診断や予防に貢献すると考えられます。

専用ファントムを開発することで、MRIの歪み補正法の決定打となり、世界中のMRIの精度が

向上して、認知症や精神疾患などの超早期診断が可能となり、治療や予防に貢献できます。
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MRI で撮影した画像は歪んでいます！精密な標準模型を使

って歪みを補正する事で正確な脳萎縮の評価が可能にな

り、認知症やうつ病などの脳の病気の予防に役立ちます。

何に使えるの？ 

どんな技術？ 

球形ファントムの歪み補正前後の画像

（左：補正前 右：補正後）


